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 建交労関東トラック協議会は７月 29 日午後 1 時

30 分から川崎市の労働会館“サンピアンかわさき”

において第 14回定期総会を開催しました。総会には

東京、埼玉、神奈川、群馬、栃木の５都県と中央本部

を合わせて 26名が結集しました。 

冒頭、中島均議長（全国トラック部会副部会長）が  

主催者代表挨拶をする中島均議長  激動する情勢に触れながらトラック産業の状態改善

は国民生活や日本経済の健全な発展にとって待っ

たなしの課題と指摘し、関東トラック協議会がは

たす役割の重大さを強調、組織の強化・拡大と要

求前進に全力を挙げようと呼びかけました。 

つづいて佐藤章事務局長が過年度の経過報告と

新年度の運動方針を提起したあと会計報告、新年

度予算案、新役員体制が一括して報告・提案され

討論に入りました。討論では各地方でのこの間の 運動方針案を提案する佐藤章事務局長 

主なたたかいや教訓が報告され、神奈川県南支部か

らは三昭運輸分会の清野分会長が県労委闘争の到達

点を報告し関東全域からの支援を訴えました。また、

大島書記長が味の素物流の署名を関東全域で取り組

むよう訴えました。総会はすべての議案を満場一致

で採択し新役員体制を確立して閉会しました。 

たたかいを報告する清野純平代議員  若干の休憩後は総会の第２部として全国トラック

部会の鈴木正明事務局長（右下の写真）を講師に迎えて学習会を開催しました。 

学習会は先の国会で安倍政権が強行採決した「働

き方改革」法がテーマです。同法は厚労省による大量

のデータ改ざんが発覚し法の根拠が破綻しているな

かで強行された最悪の法律です。鈴木事務局長はパ

ワーポイントを使って法律の危険な内容と矛盾を解

り易く告発して、たたかいの強化を呼びかけました。 

関東トラック協議会第１４回定期総会開催

全国トラック部会の鈴木事務局長が講演！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

  

 

 

 

建交労全国青年部は、本日（7 月 30

日）東京を出発し８月４日の広島着を

めざして２０１８年反核トラックキャ

ラバンをスタートさせました。 

早朝の新宿都庁前でのキャラバンス

タート集会と宣伝・署名行動をおこな

ったキャラバン隊＆応援団は、第一次

中継地点となっている神奈川県川崎市

に向けて出発しました。 

 川崎に到着した一行は川崎市役所前

での恒例の宣伝・署名行動を神奈川の 該当演説する都本部の遠藤書記長と角田中央委員長等 

なかまを含めて 17 名でおこないました。キャラバン隊の受け入れ組織である神奈川

県本部からは、神奈川県南支部の斎藤副委員長と須田執行委員、赤羽組合員の３名が

行動に参加するとともに支部から差し入れの冷たい飲み物を手渡しました。 

 

 

 

 

 

 川崎での約 1時間の宣伝・署名行動では、建交労青年部のなかまが交代でマイクを

握り「昨年７月７日に核兵器禁止条約が国連で採択されたこと」「核廃絶の運動を展

開する国際ＮＧＯアイキャンがノーベル平和賞を受賞したこと」「今年６月 12日には

米朝首脳会談が実現して北東アジアにおける核問題が平和外交によって解決への道

が開かれつつあること」など、核兵

器廃絶に向けた世界的な情勢の広

がりを道行く人に語りかけ宣伝隊

が配っているビラの受け取りと核

兵器廃絶を求めるヒバクシャ国際

署名への協力を訴えました。 

この結果、川崎での核廃絶を求め

る署名集約は７名となりました。 

川崎での行動を終えたキャラバ

ン隊は次の中継地・静岡市に向けて

出発し、応援団は広島までの無事を 

川崎市役所前に結集した反核トラックキャラバン&応援団 願ってキャラバン隊を見送りました。 

建交労青年部･反核トラックキャラバン出発！  

川崎市役所前１７名が参加し宣伝・署名行動 

核兵器廃絶の展望が世界的に広がるなかで

署名と世論の大切さを真剣に訴える青年部！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 住   所 サイン 

   

   

   

畠野由美子さんの運転手への復職を求める署名 

 

味の素物流株式会社（前関東エース物流(株)）のトラック運転手として約７年間勤務してき

た畠野由美子さんは、事故を起こしたことを理由に昨年（2017年）12月に運転手の仕事を降ろ

され、それまでまったく経験のない事務職に移されました。 

その結果、畠野さんの月額収入は約６万円も減少して生活が困窮しているとともに、元々は

トラック運転手を希望して採用された畠野さんが、慣れない事務職を約半年間も続けるなかで

ストレスが溜まり精神的にも追い詰められてきています。畠野さんは、こうした状況から開放

されるために一日も早く運転業務に戻りたいと願っています。 

会社が畠野さんをトラック運転手から下ろした理由とする「油漏れ事故」の背景には、昼食

休憩も取れない過酷な業務を強いられたことによる可能性が高く、また、帰宅途中の交通事故

は畠野さんの不注意が原因とは言え、法的な処罰もなく会社に損害はありませんでした。 

それまでの畠野さんは、関東エースのトラック運転手として何ら問題もなく業務を遂行して

きた真面目な従業員であり、今後もトラック運転手として会社に貢献できる人材です。 

私たちは、その畠野さんを一日も早くトラック運転手に復職させることを強く求めます。 

味の素株式会社 

代表取締役･取締役社長･最高経営責任者 

西井 孝明 様 

 

味の素物流株式会社 

代表取締役社長 

田中 宏幸 様 

わたくしは上記の目的に賛同して署名します。 

※この署名は、この目的以外では使用いたしません。 

 

 

取り扱い団体 

全日本建設交運一般労働組合（建交労） 神奈川県南支部 

〒169－0073 川崎市川崎区砂子２－８－１ シャンボール川崎砂子 706号 

２０１８年  月  日 


